
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
DVDと VHS 

貸出状況は 

オンラインでの視聴 

サピエ図書館 

ICT化の推進に期待して 

年・冬号

表紙写真：文化講演会「知ってほしい 津山の人物と歴史」より 

今号のトピック 



 

 

 

 

 

 

12 月 11 日（日）に、きらめきプラザ 301 会議

室で文化講演会を開催し、26 人の参加がありました。

講師は、時代小説作家の平茂寛（ひらしげ かん）氏。

平成 23 年に「隈取絵師（くまどりえし）」で第 3 回

朝日時代小説大賞を受賞され、その後も江戸時代を

舞台にした多くの作品を執筆されています。講演の

タイトルは「知ってほしい津山の人物と歴史」で、

津山市の旧武家屋敷にお住まいの先生にふさわしい

講演となりました。 

一人目は鍬形蕙斎（くわがた けいさい）。講師の

デビュー作の「隈取絵師」の主人公です。蕙斎は津

山候の御用絵師になった方ですが、江戸一目図屏風

（えど ひとめず びょうぶ）の作品で有名です。東

京スカイツリーの展望室から 200 年前の江戸の町

をスケッチしたかのようなこの作品は、津山藩江戸

屋敷、上野寛永寺、新吉原など数百箇所にわたる江

戸の名所を描いており、その細かさは、日傘を差し

た着物姿の女性や、供を従え馬にまたがる武家の姿

がハッキリと分かるほどです。津山郷土博物館に所

蔵されていますが、その複製パネルが東京スカイツ

リーの第一展望室に展示されているとのことです。 

二人目は中村周介・嘉芽市（かめいち）。和算（わ

さん）の名手です。加茂川用水口からの洪水に毎年

悩まされていた地域の人が、両名に相談したところ、

岩山にトンネルを掘って水を通すことを考案し、現

在のような測量機器がなかった時代に、和算を駆使

して、誤差なく両側からトンネルを掘り進め工事を

完成させました。幕末には、二人から和算を学ぶ者

が百数十名に及び、「作州で和算を語るな」と世間で

言われるほど有名であったと伝えられています。 

次は中野犬屋敷を巡る森家の話。生類憐れみの令

（しょうるい あわれみのれい）により、犬収容所の

普請（ふしん）を命ぜられた津山藩森家では 15 万

坪（岡山県総合グラウンドの約 1.5 倍の広さ）の原

野を切り開き、総工費 100 億円以上をつぎ込み工事

にあたりました。江戸の町からは鋤（すき）、鍬（く

わ）、金槌、縄、もっこなどが消え去ってしまう程の

大普請だったそうです。ところが、綱吉の死後、犬

屋敷は廃止になり、現在は中野区役所の一画に数体

の犬の像が残っているだけだと言われます。大変な

目に遭った森家ですが、初代藩主忠政公の奥方の初

盆供養であった万灯会（まんとうえ）が 6 年前から

再興されているとのこと。 

先生のテンポがいいお話はここで時間切れとなり、

宇田川榕庵や宇喜多直家の奥方であったお福の方の

お話はお預けとなり

ました。先生からは手

話通訳者・要約筆記者

の真剣な姿勢と礼儀

の素晴らしさに感服

致しました、との感想

をいただきました。 

 

 

 

高齢聴覚障害者の集いを開催しました 

12 月 4 日（日）、ゆうあいセンター大会議室にて開催し、33 人の参加がありました。この集いは、梶

谷福祉基金の助成を受け、高齢者だけでなく県聴覚障害者福祉協会の女性部や青年部の方々も参加し、世

代間の交流ができる場にもなっています。午前は、岡山県障害者スポーツ協会の日野俊仁氏を講師にむか

え、フレイル予防体操をしました。午後は、クイズやゲームをするなど楽しい交流の時間となりました。 

 

 

福祉イベントで聴覚障害者向け生活応援グッズを展示 

12 月 4 日（日）、勝山文化センターで開催された福祉イベント「真庭 WeLLbeing（ウェルビーイング） 

フェア」に職員を派遣しました。主催する真庭市福祉課から依頼があり、聴覚障害者用の振動式目覚まし時

計などの生活応援グッズの展示や、電話リレーサービスの PR 動画やチラシを掲示しました。当日は聞こえ

ない人の参加もあり、電話リレーサービスについて詳しく説明しました。他にも、要約筆記者や福祉関係

者、視覚障害の方々、福祉フェアで手話や要約筆記の体験をされた一般の方々も展示コーナーに立ち寄られ

ました。グッズなどの紹介を通じて、聴覚障害に対する理解を広める一助になればと思います。 



いずれも手話通訳・要約筆記つき。参加費は無料です。 

主催・申込・問合せ 岡山県聴覚障害者センター 

 FAX 086-224-0236 電話 086-224-0221 E-mail okatyo@kirameki-plz.com 

※今後の状況によっては、中止又は延期となる可能性がありますので、センターのホームページのお知らせをご覧ください。 

 

災害救援専門ボランティア研修会  「個別避難計画作成の取り組み」 
「個別避難計画」とは、高齢者や障害者など支援を必要とする人たちの避難計画を一人ひとり

の状況に合わせて事前に作成しておき、災害時に備えるものです。近年頻発する豪雨災害で、被

害が高齢者等に集中していることからその必要性が高まっています。令和 3 年 5 月に災害対策基

本法が改正され、個別避難計画作成が市町村の努力義務となりました。岡山県危機管理課から講

師をむかえ、県内でどのように取組がすすめられているかお話をうかがいます。 

●日 時：令和 5 年 1 月 8 日（日）13:30～15:30 

●場 所：きらめきプラザ 3 階 301 会議室 

●内 容：①講演「岡山県における個別避難計画作成の取組について」、②遠隔通訳の実施訓練 

●講 師：①岡山県危機管理課 主幹 山﨑寛之 氏 

●対象者：登録手話通訳者、登録要約筆記者、聴覚障害者、聴覚障害者の福祉や防災に関心のある方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 岡山聾学校中学部 2 年の生徒 3 人が 10 月 5 日・6 日の 2 日間、センターで

職場体験をしました。ライブラリー室のビデオの整理やセンターだよりの発

送作業、ポップづくりなどをしました。 

● 岡山県内の難聴学級に在籍する児童と引率教員、合わせて 24 人が 11 月 18 日に校外学習で来所しまし

た。難聴学級のある岡山市立岡山中央小学校、倉敷市立老松小学校、総社市立山手小学校、津山市立成名

小学校の 4 校の難聴学級児童が集まる交流会の一貫とのこと。窓口をされている岡山中央小学校から、

昨年見学の依頼をいただいていましたがコロナ感染拡大で中止となり、今年ようやく開催されました。セ

ンターについての説明や生活応援グッズの紹介、自主制作のキャスター体験などを行いました。 

● 岡山聾学校小学部 5 年の児童と引率教員合わせて 7 人が 12 月 19 日に校外学習で来所しました。 

 

学校教育との連携 

イ ベ ン ト 
お知 らせ 

令和 5年もどうぞよろしくお願いいたします。 

講座が終了しました 

 

●手話通訳者養成講座 

基本課程・岡山会場が

9月 24日に終了し 9人

が修了しました。実践課

程が 11 月 27 日に終了

し 9 人が修了しました。 

 

●要約筆記者養成講座 

12月 4日に要約筆記

者養成講座が終了し 18

人が修了しました。 

スマートグラスで映画を楽しもう！ 

日本語字幕付きで映画を楽しむ方法として、スマートグラス（字幕用メガネ）

があります。見たい映画が HELLO! MOVIE（ハロームービー）または UDCast

（ユーディーキャスト）の字幕に対応していれば、上映期間中スマートグラス

を使って、いつでも好きな時に字幕付きで見ることができます。センターでは

3 年前からスマートグラスの貸出を行っています。ぜひご利用ください。 

【利用された方に感想をお聞きしました】 

⚫ 自分の好きな日にちや時間に字幕つきの映画

を見られるのがよい。 

⚫ 以前に比べ、最近のスマートグラスは軽いので

長時間かけても目や耳の負担が少ない。 

⚫ これからもスマートグラスを使っていろいろ

な映画を楽しみたい。 

 



あい 

 

ライブラリー情報 

新着ビデオ 字幕入り DVD を入荷しました。ぜひご覧ください。 

●「池上彰の災害サバイバル 

 地震・台風・水害に役立つ 10カ条」 

（テレビ東京 92 分） 

 地震・台風・水害に役立つ 10 カ条をクイズや実

録ドラマを交えて紹介する。「災害サバイバルテス

ト」では、今まで常識と思っていた防災知識も変化

し新しくなっているため、アップデートが必要なこ

とを学ぶ。「家族 4 人で 3 日間過ごす 1 万円防災

袋」では、100 円均一ショップやホームセンターで

そろう便利グッズ、被災地で絶賛されたうまい棒を

使ったレシピを紹介。そして、防災の町として生ま

れ変わった、東日本大震災の被災地である宮城県女

川町を池上彰が取材する。 

●「ちびまる子ちゃん」  （フジテレビ 各 25 分） 

○「まる子、ジンクスに期待する」の巻と 

「まる子の玉手箱騒動」の巻 

○「まる子、言葉の力を試す」の巻と 

  「まる子のかぐや姫」の巻 

●「ハートネット TV ＃隣のアライさん」 

アライ(ally)とは、“味方・支援者”を意味する言

葉(英語)。さまざまな疾患や障害・特性について学

び、味方になれる人をめざそう。（NHK 各 29 分） 

○「これだけは知ってほしい！“統合失調症”」 

○「これだけは知ってほしい！“摂食障害”」 

○「これだけは知ってほしい！“てんかん”」 

 

 

 

 

 

 

テレビの字幕放送が始まったのは 1983 年。今か

ら 40 年前です。初めて字幕の付いた番組は朝の連

続テレビ小説「おしん」でした。 

字幕放送の開始にむけて「聴力障害者向け字幕制

作のてびき」が作られました。てびきには、洋画や

輸入番組の字幕と聴覚障害者向けの字幕の違いにつ

いて、いくつか留意点が挙げられています。足音や

パトカーのサイレン、電話のベルや雨音などの効果

音は、聴覚障害者にはわからない。文字だけでは、

画面に映っていない人のせりふなのか、後ろ向きで

口元が見えない人のせりふなのか、ナレーターの語

りなのかわからない。男女の声の差、大声とささや

き声の違いもわからない。歌詞のある音楽だと文字

だけでは歌なのかせりふなのかわからない、など、

聴覚障害者向けならではの留意点です。 

字幕制作で配慮しなければならないことが、すで

に 40 年前に網羅されていることに驚きました。現

在、聴覚障害者向けの字幕制作にあたり全国統一の

ルールはありませんが、基本的な考え方は 40 年前

のてびきと同じです。せりふを書き起こすだけでな

く、“（足音）”のようにかっこ書きで効果音を表した

り、“（小声で）”と状況を加えたり、せりふの前に役

名を入れて話者がわかるようにしたりしています。 

これからも、字幕制作で迷ったときは基本にたち

返り、聴覚障害者に寄り添った字幕になるよう心掛

けたいと思います。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

文化講演会で講師から紹介されたイチオシのサイトがあります。鍬形蕙斎（くわがた 

けいさい）の代表作「江戸一目図屏風（えど ひとめず びょうぶ）」を高精細デジタル 

画像で見られるサイトです。津山郷土博物館のサイトからジャンプできます。このサイトのすご

いところは、江戸一目図屏風をパソコンやスマホ上で超拡大して見えるところです。高精細デジ

タル処理のおかげで絵の細かい描写まではっきり見えるので、蕙斎がいかに緻密に描いていたか

がわかります。浮世絵師として有名な葛飾北斎より蕙斎のほうが、才能も人気もあったと当時は

言われていたというのもうなずけます。サイトには江戸一目図屏風の見どころをわかりやすく解

説したページもあります。百聞は一見にしかず。ぜひ一度ご覧ください。 

開館カレンダー 

◆開館日  月・水～金曜日 9時～19時 

 土・日曜日 9時～17時 

◆閉館日 毎週火曜日、国民の祝日、火曜が
祝日の場合その翌日も休館 

※年末は 12月 26日（月）まで開館し、 

年始は 1月 5日（木）から開館します 

このコーナーは、自主制作ビデオの担当職員が
見つけた「なるほど！」なことをご紹介します 

今回のテーマ 

「字幕制作について」 
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QR コードの読み

込みでもサイトに

アクセスできます 


